
竹 田 市 立 荻 小 学 校 

【学力向上プランの概要】 

 

 

《授業における めざす子ども像》 

①算数科において、図・表・絵を活用し、自分で考え解決しようとする子ども 

②わからない所を質問したり、自分の考えを出し合ったりして、学び合う子ども 

③基礎・基本的な学習内容が定着し、自分で問題解決できる子ども 

《授業改善の重点》 

○子どもが考える授業をめざす     

○子どもが学び合う授業をめざす 

 

【効果のある取り組み事例】 

①学習形態の工夫  ～資料１. 2 ～ 

 

   ○算数科において習熟度別指導を行う。 

    ・３年以上の算数科において、２つのコースに分かれ、習熟に応じた指導を行う。 

 

   ○算数科において反転学習(予習学習)を導入する。  

    ・反転学習(予習・家庭学習)で次時の問題・課題についての考えを持たせることにより、

自力解決の時間を保障するとともに、自信を持って授業に参加できるようにする。 

 

② 指導方法の工夫 

○算数科において、算数的表記(図や数直線、表、絵など)を活用して考える活動を導入する。 

・課題解決の流れを徹底する。 ～資料３～ 

(課題→算数的表記(数直線・図・表・絵など)→立式→理由を吹きだしに書く) 

・おすすめノートを紹介し、考えがわかりやすいまとめ方を学ばせる。 

    ・ドリルや単元テストにおいても、数直線や吹きだしはかくように心がける。 

 

○授業において、子どもの学び合い(言語活動)を位置づけた学習展開を行う。 

    ・反転学習(予習学習)で考えてきた考えを、ペアまたはグループ学習で交流し合い、考え

を深めていく。協調学習も積極的に行う。 

・また、たしかめ問題を解く段階は、グループで教え合ったり答え合わせをしたりして、学

び合い学習の場とする。 

 

 

③家庭学習の工夫 

○家庭学習の質の向上を図る取り組みを行う。 

・反転学習の｢予習型｣と、既習事項定着のための｢復習型｣の内容をだす。 

・水および金曜日は、必ず、前単元の学習内容を出す。 

・自主学習の流れ(自己採点→やり直し→吹きだし・・間違った理由や解決に必要な既習事

項や公式などを書く)を徹底する。 

   

 

 

《学校教育目標の重点》 自ら考え、主体的に表現・行動できる子ども 



④家庭・地域との協働 

○『学習のてびき』を作成し、学習時間のめあて・学習内容・学習道具などを確認するとと

もに、保護者の励ましを依頼する。  

 

   ○生活習慣の確立 

   ・学期に１回(中学校と連動して)の生活チェッック週間において、メディア利用の決まりが

守れるようにする。 

  

～資料１～ 

算数科における習熟度別指導について             

【コース分けについて】 

 ①プレテストの活用 

○単元の学習に入る前に、レディネステストを(単元末テストの際に指導書付属のものを)実施し一

覧表にすることにより、子どもの実態が明確になる。単元に入るまでに既習事項の復習が必要な

子どもが明確になるとともに、コース選択に役立てることができる。 

○プレテストは、理解できていない所を子ども自身が再確認することができ、次の単元学習への意

欲につながっている。 

  プレテストの結果から、子どもと相談しながらコースを決定する。 

（プレテストの結果を参考にして、本人にコース変更の指導を行う場合もある。） 

②コース選択用紙の活用 

○子どもの希望を優先する。 

○回数を重ねるごとに、｢プレテスト→やり直し→コース選択→コース別学習→評価テ 

  スト｣というサイクルが確立し、子どもも自分に合ったコースを選択できるようになる。 

 

【習熟度に応じた指導の違いについて】 

学 習 過 程  基礎《ハッピー》コース   発展《スマイル》コース 

Ａ．自力解決 

●自力解決の時間

が短い。 

●解決の見通しが

もてないため、自

分の考えがもて

ない。 

→反転学習 

・問題の難易度（数値など）を変える場

合もある。 

・ICT や具体物を活用して問題把握を助

ける。 

・必要に応じて、教科書で調べ参考にす

る。 

・最低一通りの考えをまとめる。 

・算数的表記（図や表など）を通して考

える。 

 

・自力解決をする。 

 

・何通りかの方法で考えてみる。 

 

・自分の考えをネーミングする。 

Ｂ．ペアおよびグ

ループ解決 

●表現方法がわか

らない。 

→学び合い学習 

・同じ考えの相手とペアで説明しあい、

考えを深める。 

・説明方法を協力して考え、吹きだしに

まとめる。 

 

・違う考えの相手とペア・グループで説

明しあい、考えを深める。 

・算数的表記を指し示しながら、自分な

りの方法で説明する。 

・相手の理解を確認しながら説明する。 

Ｃ、全体解決 ・考えを全体の場で説明しあい、考えの

違いを見つける。 

・友だちの考えを説明してみる。 

Ｃ．まとめの場 

●どうまとめたら

いいかわからな

い。 

・指導者によるまとめをする。 

・必要事項を穴埋め式で考える場合もあ

る。 

・みんなで課題に対する答え(まとめ)を

つくり上げる。 

 



【担任（３～６年）との打ち合わせについて】 

○毎週の算数学習予定表および単元ごとのシラバスを配布し、指導計画の把握をする。 
○単元の導入やまとめの段階では、ＴＴ指導で行うこともある。 
○手作り教材やワークシートを担任に提供する。 
○プレテストや評価テストの結果（子どもがどこをどのように間違っていたか）を一覧表にして手

渡す。定着を図るために宿題内容を工夫する。 

～資料２～ 

反転学習を取り入れた思考力を育む授業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業

自分の考えを
もつ

≪自力解決≫

＜グループ解決＞
＜全体解決＞
考えを発表
・協議

＜まとめ＞

本時の内容
がわかる

＜理解確認＞
一人でできるか

確認
たしかめ問題

＜問題把握＞

新しい問題

家庭学習

「反転学習」の流れ

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
反転学習とは？ 
 一言で言えば、予習学習を取り入れた学習方法。授業の最後に、次の時間に学習する問題・

課題を提示し、子どもたちはその解き方を家庭学習で考える。ノートに図や数直線、表などを

かいて考え、式をつくる。教科書で調べて考えのヒントを得るのもＯＫ。このようにして、次

の時間までに、自分なりの考えや疑問点をもって授業にのぞむことになる。 
 
反転学習の利点は？ 
① 考える時間が十分とれるので、自分なりの考えを最低１つは持つことができる。また、他の

解き方を考える時間も確保できる。 
 

② 自分の考えを持って授業にのぞむので、ペア学習や全体学習の場で自信を持って発言・説明

することができる。また、友だちに説明することにより、理解を深める。 
 

反転学習におけるコースの違い

問題把握

・ＩＣＴの活用

・見通しが持てる
場面まで絵図を

作成

・既習事項との違
いから課題をつく

る

自力解決

・教科書で調べても
よい

・最低１通り考える

・できるところまで

・自分で考える

・何通りか考える

・ネーミングする

共同解決

・同じ考えでペア学習

・協調学習の場合も

・全体で発表しあい

共同解決

・違う考えでペア学習

・相手の考えを説明

（クイズ形式で）

≪基礎コース≫

≪発展コース≫

 



【反転学習の学習過程・荻小版】 
学 習 段 階   ハッピー(基礎)コース   スマイル(発展)コース 

≪問題・ 

課題確認≫ 

 

 

《共同解決》 

ペアおよび学習 

  

 

 

  

 

 

《全体解決》 

○既習事項との違いや困りを中心

に、前時をふりかえる。 

《３分》 

 

○同じ考えのペアで説明し合い、自

分の考えを深める。 

・同じ考えであっても、自分なりの

説明をする。 《５分》 

 

 

 

 

○みんなでのやりとりを通して 

 解き方を知る。 

・ICT の活用により、理解を助ける。 

・図や式を指し示しながら、また 

 書きながら説明する。 

 《１５分》 

 

○既習事項との違いや困りを中心に、

前時をふりかえる。 

《３分》 

 

○違う考えの相手とペアで説明し合

い、自分の考えを深める。 

・自分と同じ考えを相手が説明した

ら、違う考えを説明するようにす

る。 

《５分》 

 

 

○考えを出し合い、みんなで解き方や

法則を見つけ出す。 

・絵図を活用して説明する。 

・考えを分類し、より速くて簡単な方法を見つ

ける。       《１５分》 

 

  

《まとめ》 

○本時のまとめをする。 

・まとめの文は、あなうめ式などで教師とと

もにつくる。       《２分》 

 

○本時のまとめをする。 

・まとめの文は、子どもが考え、みんなで作り

上げる。        《２分》 

《理解確認 

・学び合い》 

グループ学習 

○たしかめ問題をとく。 

・算数的表記・式・計算・答えを書く。 

・グループみんながわかるまで、教え合う。 

           《１０分》 

○たしかめ(発展)問題をとく。 

・算数的表記・式・計算・答えを書く。 

・グループみんながわかるまで、教え合う 

             《１０分》 

 

《次時の 

問題・課題把握》 

○ 問題を把握する 

・ICT や具体物を活用して理解を助ける。 

○課題を把握する。  

・既習事項との違いを明確にし、課題を確認

する。 

・数直線の書き方を確認し、必要があれば 

途中まで学校でかいてみる。 

             《１０分》 

○問題を把握する 

・各自で問題を読み、既習事項と違う点・既習

事項の何を活用したら解けそうか考え、解き

方の見通しをもつ。 

○課題を把握する。 

・既習事項との違いを発見させ課題をみんなで

つくる。  

          《 １０分》 

～家庭学習～ 

 《自力解決》 

 

 

○各自で算数的表記(絵・図・表)を

行い、立式し課題に対する答えを

導き出す。 

・必要に応じて、教科書で調べ自分の考えの

参考にする。 

・ 最低一つは、自分の考えをまとめる。 

・ 不明な点があれば、メモする。 

・ 考えをネーミングする。 

・ 説明の仕方を考える。     

○各自で算数的表記(絵・図・表)を行

い、立式し課題に対する答えを導き出

す。    

・  自分で考えてみる。 

・ 何通りかの方法で考えてみる。 

・ 考えをネーミングする。 

・ 説明の仕方を考える。     

           

             

 
 

 



～資料３～ 

算数的表記（数直線・図・絵など）を活用する 
 
 ※思考ツール（または、説明ツール）として、数直線を活用したノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※吹き出しを活用した、宿題プリント 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大切な公式や考えの理由を吹き出しに 
            書き込む。 


